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公共インフラPPP

タスクフォース

民官

金融機関

証券部

ストラクチャードファイナンス営業部

産業調査部

連携

地域
福岡営業部

＜みずほ＞と空港の関わり

 会社管理空港（成田・関
空・中部）との取引

 「空港運営のあり方に関
する検討会」への参加

 羽田空港旅客ターミナルＰＦＩ事業、
羽田空港エプロン等ＰＦＩ事業への
ファイナンスとりまとめ他

 航空業界リサーチ

 地元企業・自治体・
金融機関との取引
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民間委託をどう考えるか

強み 課題

判断基準

地域経済の活性化

空港価値の最大化

事業の継続性・安定性 etc

 福岡空港の民間委託については、空港の強みと課題を踏まえて、地域経済の活性化、
空港価値の最大化、事業の継続性・安定性等に資するのであれば望ましいと考えます。
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福岡空港の強みとは

 国内屈指の高需要空港

 2012年年間乗降客数 1741万人 国内第4位

 2012年年間発着回数 15.6万回 国内第3位

 アクセス至便な都市型空港

博多駅まで地下鉄で5分

羽田空港15分（品川駅）、伊丹空港25分（新大阪駅）、新千歳空港36分（札幌駅）

 アジアと近接した好立地空港

 アジアと近接した地理的優位性

 国内線 26路線 392便/日、九州・山陽新幹線の起点
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福岡空港の課題とは

官民の役割分担のあるべき姿とは？

高需要空港

好立地空港

都市型空港

空港容量の制約

開発余地の制約

運営上の制約

強み 課題
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官民の役割分担のあるべき姿とは

滑走路の増設

管制の運用

地域との連携

上下一体化のシナジー

ポートセールス

情報発信

広域連携

民間資金の導入
民間の経営ノウハウ

他交通モードとの連携

空港容量の制約

開発余地の制約

運営上の制約

 国・自治体・民間の間であるべき役割分担について整理する必要があります。

アジアの成長力の取り込み ⇒ 西日本のハブへ
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終わりに

 福岡空港がポテンシャルを発揮し、アジアの成長とともに西日本のハブとして大きく
発展していくためには、空港の強みと課題を踏まえて、官民で適切な役割分担が
なされていくことが重要と思われます。

 したがって、福岡空港の民間委託については、適切な官民の役割分担の結果、

 地域経済の活性化、

 空港価値の最大化

 事業の継続性・安定性、等に資する形になるのであれば望ましいと考えます。

 なお、民間委託にあたっては、市中金融機関等からの資金調達可能性についても
十分に検討する必要があると認識しています。
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